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市民が研究者と共につくる新しい市民科学
未来館の「オープンラボ」

来館者を交えた実証実験や研究調査
などを研究者が行う「オープンラボ」
を、２０１７年から日本科学未来館で実
施しています。これまで、工学や心理学
などさまざまな分野の多様な実験を受
け入れてきました。

年間100万人以上が訪れる未来館
でのオープンラボは、豊富な実験デー
タを取得できるだけでなく、参加者との
対話によって新たな視点が得られる、研
究室と社会の橋渡しの場になります。
ロボットの自律知能を研究している研
究者は「上手くいかないことも含めて、
研究の現場を見てもらえるのが良いと
ころ。参加者から寄せられた声を開発
に反映させ、また次の実験にチャレンジ
しています」と語ります。この研究グ

ループでは、自律移動ロボットが人混み
で最適経路を見つけ出す実証実験を未
来館で行って論文発表し、米国電気電
子学会誌「IEEE-IRIS2017」でベスト
ペーパー賞を受賞
しました。

参加者からは「研
究者にもまだわか
らないことがたくさ
んある、と聞いて驚
いた。今日の実験に
協力して、少しでも
研究が進むとうれし
い」と、研究者への
共感や前向きに協
力したいという声が
聞かれました。

一酸化炭素（CO）と水素（H２）の混合ガ
スは、ガソリンやアルコールなどさまざま
な化学製品の原料として利用されていま
す。この混合ガスを、天然ガスの主成分で
あり、また代表的な温室効果ガスとして
も知られているメタン（CH４）と二酸化炭
素（CO２）から触媒を利用して合成する

「メタンドライリフォーミング（DRM）」が、
天然ガスの高効率利用と地球温暖化抑
止の観点から注目されています。

しかし、従来の触媒は、反応の副産物
として大量のすすが発生し、生産効率の
低下や装置の劣化を引き起こします。そ
のためDRMは、すすが発生しにくい
800度以上の高温領域で行われてきま
したが、多くの燃焼エネルギーを必要と
することから、工業規模の実用化には

至っていませんでした。
物質・材料研究機構の阿部英樹主席研

究員らは、繊維状の金属ニッケル（Ni）と
酸化イットリウム（Y２O3）が組みひものよ
うに互いに絡み合う特殊な構造を備えた

「根留触媒」を開発しました。根留触媒の
利用によって、従来の触媒では困難とさ
れていた低温領域（500度未満）で、
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自然および人的災害は世界的に激甚
化し、多くの国や地域で防災、減災に対す
る技術発展の重要性が高まっています。

JSTは、欧州委員会移民・内務総局
（EC DG HOME）と協力し、2018年3月か
ら全欧州規模で実施している研究・イノ
ベーションプログラム「HORIZON 2020」
における災害初期対応技術分野の共同
研究公募に参加しました。そして、応募16
件のうち、小型救助ロボットの開発と安全
な情報処理システムの構築に関する2課
題を19年2月に決定しました。支援期間

は19年5月から3年間を予定しています。
ロボット開発は、瓦礫からの人命救助を

行うソフト小型ロボットとドローンによる災
害救助キットCURSORの開発を目的と
し、日本側チームはソフト小型ロボットを研
究開発します。

情報処理システム構築は、過酷な環境
下における災害初期対応者の保護、状況
把握やコミュニケーションに関する能力の
強化を目的とし、日本側チームは、情報を
分散管理するブロックチェーン技術を応
用することで、災害初期対応者の任務を

日本ーＥＵの「災害初期対応」共同研究の新規課題が決定
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未来館はオープンラボを新しい市民
科学の１つの形と捉え、市民と研究者
が共に未来をつくることを目指し、共創
の場づくりを進めていきます。

妨げる過剰な情報の錯綜などの解決を目
指します。

この共同研究は、警察や消防など防災
当局と強く連携し、開発した技術や機器の
実証を経て、あらゆる災害の解決に結び
付くような研究開発を目的としています。
ＥＵとの共同研究を通じて、日本側の強み
である技術の国際標準化や迅速な海外
展開を目指します。

1000時間以上、すすの発生を抑えな
がら安定してDRMを促進することに成
功しました。

シェールガスなど非在来型化石燃料
の市場拡大や新興国の経済成長に伴
い、温室効果ガスの排出量は増え続けて
います。根留触媒は、地球温暖化対策に
貢献するものと期待されます。

温室効果ガスを有用化学原料に変える触媒を開発
地球温暖化抑止への突破口に

臓器移植のドナーが見つかるまでに
は何年も待ち続けなければなりません。
問題解決の糸口となり得るのが、移植用
の臓器を人工的に作製する技術で、その
1つが2012年度に終了したERATOプ
ロジェクトで確立した「異種胚盤胞補完
法」です。特定の臓器が作れないよう遺
伝子操作を施した受精卵にES細胞や
iPS細胞を注入し、欠損するはずだった
臓器が補われた個体を作製する胚盤胞
補完法を異種間で実現する技術で、日本
医療研究開発機構（AMED）に研究が引
き継がれた後も臓器作製の研究の進展
に貢献しています。

自然科学研究機構生理学研究所の平
林真澄准教授と東京大学医科学研究所
の中内啓光特任教授らは、遺伝子操作

で腎臓を欠損させたラットの中にマウス
由来の腎臓を作製することに成功しま
した。ラットとマウス両方の遺伝情報を
持たせた個体の体内に異種胚盤胞補完
法を用いることで、マウス由来の腎臓を
作製できることを実証しました。この成
果は、移植用の臓器を動物の体内で作
製し、多くの患者に届ける未来の移植医
療への重要なステップといえます。

動物の体内でヒトの臓器を作製する
研究は国内で禁止されてきましたが、
数年にわたり議論された結果、19年3
月に条件付きで解禁されました。技術
の安全性だけでなく、乱用防止や生命
倫理の議論など、社会全体で科学技術
の健全な運用を考える意味でも、本研
究の進展から学べることは多そうです。

研究成果 戦略的創造研究推進事業ERATO
中内幹細胞制御プロジェクト

胚盤胞補完法を適用して腎臓欠損ラット体内にマウスES細
胞由来の腎臓を作製できた。

ラットの体内でマウス由来の腎臓を作製
再生医療への応用に期待

さくそう

ロボットが周囲の人の動き方から通路を判断し、避けながら目的地へ向かっている様子。
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腎臓欠損ラット体内でマウス由来腎臓ができる
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メタンドライリフォーミングの現在（左）とこの研究により実現される未来（右）
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